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 そして『組曲虐殺』に至り、再び言葉の面白さや様々な歌を聞かせることも重視されながら、新旧
合わせた手法・工夫を一つの歌の中に複数取り入れ、各場の目的に最適な歌を選択することで、物語
や意味をより効果的に伝えていた。結果、一つの歌の中にも多様性が見られる、奥行と広がりのある
バリエーションが見られた。 
 これら各作品の分析を通して、井上音楽劇の次のような特質も明らかになった。井上音楽劇が、単
なる一過性の「戦後のリアリズム演劇に対する一手法」や「政治的イデオロギーを表現する手段」と
してではなく、ブロードウェイ・ミュージカルとブレヒトの手法両方の下地があった上で、浅草オペ
ラから連なる軽演劇の手法を取り入れた点。加えて、思想性の強いテーマを、「ことば」の音楽性にこ
だわった上で、日本人ならではの音楽劇「音楽を伴った演劇
ドラマ・ウイズ・ミュージック
」として生涯創作し続けた点。このよう
に、井上音楽劇は日本語・日本人にこだわり、多様なミュージカル路線を一人で踏襲して作られた点
に、音楽劇としての特質があると考えている。 
 
終章 日本のミュージカル受容史における井上ひさしの位置づけ 
 終章では、以上の分析内容をふまえた上での結論となっており、日本のミュージカル受容史の中に
井上ひさしを位置づけ直し、日本におけるミュージカル受容の一つのあり方を検討した。 
 日本のミュージカル受容史を振り返ってみると、戦後恐慌や関東大震災の影響、さらには日中戦争・
太平洋戦争による規制・禁止の影響により、その都度それぞれの分野（オペラ・オペレッタ、軽演劇・
レビューなど）からの発達が断ち切られ、結果、(1) 軽演劇の流れを汲むレビュー式のミュージカル
路線、(2) ブロードウェイ翻訳ミュージカル路線、(3) 戦後リアリズム演劇に対する一手法としての歌
入り芝居の路線、(4) 政治的イデオロギーを表現する手段としてのブレヒト系音楽劇の路線、(5) ブロ
ードウェイ・ミュージカル、特にミュージカル映画に影響を受けた創作ミュージカル路線、の 5つの
ミュージカル路線が生まれることになった。これら各路線で多くの台本を担当し、ミュージカルの台
本作者として活躍していたのが、演出家・脚本家による演劇関係者だった。 
 このような日本のミュージカル受容史において、井上の音楽劇はほとんど注目されておらず、その
位置付けは、「ブレヒト音楽劇の系譜としての位置付け」か「物語性・メッセージ性の強いミュージカ
ルの系譜としての位置付け」となっていた。また、そのどちらにおいても考察の対象とされていたの
は、『日本人のへそ』や『表裏源内蛙合戦』などの初期の作品だった。 
 しかし本研究の分析を通し、井上の音楽劇は、ブロードウェイ・ミュージカルとブレヒト音楽劇の
手法両方を用いた上で、浅草オペラから連なる軽演劇の流れと手法も取り入れ、「ことば」の音楽性に
こだわった日本人ならではの音楽劇「音楽を伴った演劇
ドラマ・ウイズ・ミュージック
」を創作し続けていたことが明らかになった。
またその創作状況も、日本のミュージカル創作状況の特徴と同じく、作曲家主導ではなく劇作家主導
となっていた。 
 このように井上は、日本ならではのミュージカル受容状況において、戦後の様々なミュージカル路
線を一人で踏襲しており、「ことば」にこだわった日本人ならではの音楽劇を生涯にわたり創作し、発
展させ続けていた。したがって本研究では、日本のミュージカル受容史における井上とその音楽劇の
位置付けを、「日本ならではのミュージカル受容状況において、戦後の様々なミュージカル路線を一人
で踏襲した、日本のミュージカルの受容・発達形態の一つのモデルケースとして位置付けることので
きる劇作家」として評価し直し、位置付けした。このような劇作家・音楽劇は他に類がないことから
も、モデルケースとしての価値は高く、特に「ことば」の音楽性にこだわり、日本人ならではの音楽
劇を作り続けた点に、評価されるべき点があるとした。以上が本論文の要旨となる。 
